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一
般
会
計
の
当
月
分
当
月
納

入
に
つ
い
て
、
４
支
部
で
翌
月

に
な
っ
た
と
の
一
部
訂
正
が
あ
り

ま
し
た
が
、
財
政
報
告
は
、
満

場
の
拍
手
で
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

■
大
幅
増
員

久
慈
支
部

　

病
休
・
産
休
者
が
出
る
と
業

務
が
ま
わ
ら
な
い
。
外
来
か
ら

の
時
間
単
位
の
応
援
で
し
の
い

で
い
る
。
具
合
が
悪
く

て
も
休
め
な
い
。「
や

め
た
い
」
の
言
葉
が

出
て
い
る
。
大
幅
増
員

運
動
を
声
を
上
げ
て
ア

ピ
ー
ル
す
る
決
意
だ
。

　

夜
勤
で
き
る
人
を
募

集
し
て
い
る
が
、
夜
勤

で
き
ず
に
辞
め
て
行
く

人
が
多
い
。
外
来
か
ら

病
棟
に
３
名
応
援
に

行
っ
て
い
る
。

胆
沢
支
部

　

病
院
全
体
で
病
休
・
産
休
者

等
が
86
名
。
補
充
が
な
い
た
め

病
棟
日
勤
の
帰
宅
時
間
が
、
22

時
か
ら
23
時
。
９
回
夜
勤
発
生

防
止
の
た
め
夜
勤
体
制
を
４̶

４
か
ら
４̶

３
へ
引
き
下
げ
た

病
棟
も
あ
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

メ
ン
タ
ル
疾
患
な
ど
、
さ
ら
に

病
休
者
が
増
え
る
。
年
次
も
と

れ
な
い
。
今
す
ぐ
増
員
が
必
要

だ
。
増
員
が
無
理
な
ら
10
対
１

へ
の
変
更
を
。
も
う
待
て
な

い
。
組
合
の
存
在
意
義
が
問
わ

れ
る
。

中
部
支
部

　
「
あ
そ
こ
の
病
棟
は
年
次
を

多
く
と
っ
て
い
る
。
や
る
気
が

な
い
。
私
が
行
っ
た
ら
指
導
し

な
け
れ
ば
」
と
師
長
が
発
言
。

病
休
後
に
痛
み
の
た
め
年
次
を

多
く
と
っ
た
人
が
い
た
病
棟

だ
。毎
月
病
休
者
が
出
て
い
る
。

釜
石
支
部

　

妊
娠
４
週
で
切
迫
。
土
曜
日

の
病
休
発
生
で
、「
そ
ん
な
ん

で
も
看
護
師
や
れ
る
ん
だ
ね
」

と
若
い
ス
タ
ッ
フ
の
前
で
言
う

べ
き
で
な
い
発
言
も
あ
っ
た
。

体
調
不
良
で
も
「
午
後
か
ら
出

て
こ
れ
な
い
の
？
」
と
１
日
休

む
だ
け
で
も
師
長
が
パ
ニ
ッ

ク
。
退
職
者
が
で
る
の
も
仕
方

な
い
と
思
う
。
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ

ン
も
下
が
る
。

千
厩
支
部

　
「
年
次
」
と
希
望
を
書
い
て

も
夏
季
休
暇
に
さ
れ
た
。病
休
・

育
児
時
間
な
ど
で
慢
性
的
な
人

手
不
足
。

一
戸
支
部

　

医
師
不
足
。
精
神
科
は
院
長

を
含
め
当
直
が
10
回
超
え
て
い

る
。
看
護
師
も
一
人
が
二
戸
へ

応
援
に
。
こ
の
ま
ま
応
援
体
制

を
続
け
ら
れ
る
わ
け
が
な
い
。

県
医
労
友
の
会

　

友
の
会
も
増
員
署
名
に
協
力

し
た
い
。

一
戸
支
部

　

大
幅
増
員
署
名
宣
伝
行
動
に

宣
伝
カ
ー
の
貸
し
出
し
は
可
能

か
。
本
部
と
支
部
の
連
絡
を
密

に
し
て
い
か
な
い
と
厳
し
い
。

＝県医労第６９回定期大会＝

第
１
号
議
案

２
０
１
２
年
度
財
政
報
告

並
び
に
会
計
監
査
報
告

大幅増員署名を組合員一丸で！！
　

県
医
労
第
69
回
定
期
大
会
は
６
月
21
、
22
日
の
２
日

間
盛
岡
市
つ
な
ぎ
「
湯
守
ホ
テ
ル
大
観
」
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
16
支
部
１
１
４
名
の
代
議
員
・
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー

が
出
席
。
職
場
状
況
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
今
年
１
年
の

運
動
方
針
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。運動方針を提案する○○書記長

２
０
１
３
年
度
運
動
方
針

第
２
号
議
案
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■
超
過
勤
務
・
36
協
定

久
慈
支
部

　

36
協
定
締
結
後
、
超
勤
を
書

け
な
い
職
場
が
増
え
て
い
る
。

上
司
の
残
業
を
書
か
せ
な
い
言

動
が
続
い
て
い
る
。
負
け
な
い

で
書
く
こ
と
が
大
変
さ
を
ア

ピ
ー
ル
で
き
る
手
段
。
頑
張
り

ま
す
。

釜
石
支
部

　

５
月
に
超
勤
を
正
直
に
書

い
た
ら
40
時
間
を
超
え
、
師
長

か
ら
言
葉
を
選
び
な
が
ら
注
意

さ
れ
た
。
日
勤
も
22
時
過
ぎ
ま

で
。
休
憩
時
間
も
し
っ
か
り
と

れ
ず
、疲
れ
は
た
ま
る
一
方
だ
。

宮
古
支
部

　

１
病
棟
閉
鎖
と
な
り
３
ヶ
月

が
た
っ
た
。
日
勤
は
21
、
22
時

に
帰
り
、
夜
勤
で
も
１
、２
時

間
の
残
業
が
あ
る
。

二
戸
支
部

　

す
で
に
今
年
度
２
名
退
職
。

一
人
は
超
勤
が
多
く
家
族
に
や

め
る
よ
う
勧
め
ら
れ
た
。
も
う

一
人
は
４
月
新
採
用
。
病
休
の

面
談
で
「
退
職
す
る
」
と
言
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

５
月
か
ら
超
勤
に
つ
い
て
知

り
書
く
よ
う
に
な
っ
た
。
超
勤

が
続
く
と
き
は
減
ら
し
て
書
い

て
い
る
。
超
勤
の
対
応
は
、
上

司
に
よ
り
異
な
る
。

中
央
支
部

　

36
協
定
締
結
後
、
４
月
か
ら

20
時
間
超
え
が
減
っ
て
い
る
。

書
け
な
い
の
で
は
と
心
配
。
時

間
外
の
研
修
で
師
長
に
確
認
し

て
超
勤
を
書
い
た
が
取
り
消
さ

れ
た
。
取
り
消
さ
れ
な
い
よ
う

理
由
を
言
え
る
よ
う
に
し
た
い
。

中
部
支
部

　

育
児
時
間
の
ス
タ
ッ
フ
多
く

フ
ォ
ロ
ー
す
る
人
も
超
勤
に
。

月
・
水
・
金
に
定
時
退
庁
を
つ

け
て
い
る
が
帰
れ
な
い
。

磐
井
支
部

　

昼
休
み
も
取
れ
ず
定
時
で
帰

れ
な
い
。
超
勤
が
書
け
ず
月
20

時
間
超
え
て
い
る
人
が
少
な
い
。

遠
野
支
部

　

新
人
と
仕
事
を
し
て
超
勤
を

書
い
た
と
こ
ろ
「
新
人
は
ま
だ

書
か
な
い
よ
う
に
。
時
間
で
帰

す
よ
う
に
」
と
言
わ
れ
た
。
書

か
な
い
で
残
っ
て
い
る
と
き
に

は
何
も
言
わ
な
い
。

千
厩
支
部

　

新
人
の
超
勤
に
つ
い
て
、
昨

年
師
長
が
面
接
で
「
６
月
ま
で

は
書
け
な
い
の
よ
」と
言
っ
た
。

総
師
長
に
確
認
し
各
師
長
へ
書

か
せ
る
よ
う
周
知
さ
せ
た
。

■
パ
ワ
ハ
ラ

遠
野
支
部

　

医
師
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
対
し
職

場
の
看
護
師
一
同
で
要
請
文
を

提
出
。
そ
の
後
、
突
然
医
師
が

退
職
。
検
査
や
診
察
の
予
約
に

対
し
、
近
隣
病
院
の
応
援
で
し

の
い
だ
。
組
合
と
し
て
の
介
入

の
タ
イ
ミ
ン
グ
が
難
し
か
っ

た
。

久
慈
支
部

　

上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
つ
い
て

衛
生
委
員
会
で
指
導
改
善
を
要

望
す
る
が
改
善
さ
れ
な
い
。「
上

司
に
よ
る
パ
ワ
ハ
ラ
防
止
」
の

研
修
を
さ
せ
る
べ
き
だ
。

中
央
支
部

　

上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
が
ひ
ど

い
。
人
前
で
の
激
し
い
叱
責
は

日
常
的
。
提
出
物
を
投
げ
る
こ

と
も
。
休
み
希
望
が
通
ら
ず
、

体
調
不
良
で
も
休
め
な
い
。
年

次
を
も
ら
え
る
人
が
決
ま
っ
て

い
る
。
超
勤
を
書
い
て
も
取
り

消
さ
れ
る
。
昨
年
数
名
退
職
し

た
が
、
パ
ワ
ハ
ラ
が
原
因
だ
と

思
う
。

■
夜
勤
専
従
・
９
回
夜
勤

南
光
支
部

　

夜
勤
専
従
で
夜
勤
回
数
が

減
っ
た
が
、
別
の
病
棟
で
９
回

夜
勤
が
発
生
時
に
、
夜
勤
専
従

以
外
の
夜
勤
応
援
が
考
え
ら
れ

る
。
夜
勤
専
従
者
個
人
が
頑
張

れ
ば
よ
い
と
い
う
問
題
で
は
な

く
な
る
。

中
央
支
部

　

５
月
か
ら
夜
勤
専
従
は
10

名
。
２
名
に
感
想
を
聞
い
た
。

「
体
調
は
問
題
な
し
。
看
護
協

会
の
仕
事
が
あ
り
休
ん
だ
気

が
し
な
い
」「
師
長
の
顔
を
見

な
く
て
済
む
の
が
い
い
」
と
。

団結交流集会にて

発言する釜石支部○○○代議員
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時
間
を
考
え
る
と
、
朝
３
時
に

家
を
出
る
人
も
い
る
。
早
番
手

当
を
復
活
し
て
ほ
し
い
。

■
そ
の
他

釜
石
支
部

　

臨
時
・
パ
ー
ト
に
つ
い
て
、

ボ
ー
ナ
ス
な
ど
待
遇
に
大
き
な

差
が
あ
る
。
会
議
に
は
出
て
い

な
い
が
、
現
場
を
さ
さ
え
て
い

る
。
待
遇
改
善
を
。

　

副
院
長
に
看
護
職
の
本
格
的

な
取
り
組
み
を
。

県
医
労
友
の
会

　

地
域
医
療
を
守
る
運
動
す
る

た
め
に
、組
織
を
強
化
し
た
い
。

友
の
会
入
会
へ
の
協
力
を
。

宮
古
支
部

　

１
病
棟
休
止
と
同
時
に
補
助

者
夜
勤
が
始
ま
っ
た
。
50
才
す

ぎ
た
方
が
夜
勤
を
し
て
お
り
、

過
酷
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

る
。

＝
総
括
答
弁
＝

　

過
酷
な
現
場
の
状
況
が
数
多

く
報
告
さ
れ
た
。
超
過
勤
務
を

書
く
こ
と
へ
の
圧
力
が
強
ま
っ

て
い
る
。
た
だ
働
き
を
さ
せ
な

い
よ
う
当
局
の
責
任
も
追
及
し

て
い
く
。
夜
勤
専
従
は
有
害
で

あ
り
、
９
回
夜
勤
解
消
の
根
本

的
な
解
決
に
な
ら
な
い
。
夜
勤

専
従
を
選
択
し
た
背
景
や
動
機

に
寄
り
添
い
問
題
の
解
決
に
向

け
交
渉
し
て
い
く
。

　

人
手
不
足
解
消
が
大
き
な
課

題
。
大
幅
増
員
署
名
を
組
合
員

一
丸
と
な
り
取
り
組
む
こ
と
が

確
認
で
き
た
。
宣
伝
カ
ー
は
、

貸
し
出
し
で
き
る
の
で
使
っ
て

夜
勤
の
身
体
的
な
ス
ト
レ
ス

よ
り
上
司
の
パ
ワ
ハ
ラ
に
よ

る
、
精
神
的
な
ス
ト
レ
ス
の

方
が
上
ま
わ
っ
て
い
る
と
わ

か
っ
た
。
９
回
夜
勤
の
発
生
は

な
か
っ
た
が
、
夜
勤
回
数
は

減
っ
て
は
い
な
い
。
日
勤
は

短
時
間
勤
務
者
が
多
く
フ
ォ

ロ
ー
で
き
な
い
。

　

夜
勤
専
従
の
説
明
時
、
師
長

が
手
当
や
休
み
が
増
え
る
等
と

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た
。
も
し
夜

勤
専
従
者
が
休
ん
だ
ら
代
わ
り

が
大
変
。
夜
勤
応
援
が
始
ま
ら

な
い
か
心
配
。
委
員
会
は
専
従

期
間
は
代
理
で
対
応
し
中
途
半

端
。
責
任
の
所
在
が
な
い
。

釜
石
支
部

　

５
月
か
ら
夜
勤
専
従
が
１
人

い
る
。
日
勤
の
超
勤
が
続
き
、

夜
勤
専
従
を
希
望
す
る
声
が
聞

か
れ
る
。
先
月
、
師
長
が
「
あ

な
た
専
従
ど
う
？
」
と
聞
い
て

い
た
。

大
船
渡
支
部

　

３
、４
名
試
行
。
体
調
は「
楽

だ
」
と
。
７
月
か
ら
、
亜
急
性

期
病
棟
開
始
。

久
慈
支
部

　

夜
勤
専
従
看
護
師
試
行
で
、

８
回
夜
勤
は
守
れ
る
が
、
日
勤

の
負
担
が
増
え
て
い
る
。
夜
勤

応
援
も
出
さ
れ
る
の
で
は
と
懸

念
。
看
護
必
要
度
か
ら
判
断
さ

れ
、
他
病
棟
へ
応
援
を
出
し
て

い
る
が
、
看
護
必
要
度
に
反
映

さ
れ
な
い
排
尿
時
の
付
き
添
い

な
ど
人
手
が
必
要
。
増
員
が
必

要
。

　

夜
間
長
距
離
運
転
で
事
故
が

増
え
た
。
夜
勤
明
け
の
事
故
、

気
を
つ
け
な
い
と
。

二
戸
支
部

　

４
月
か
ら
す
べ
て
の
病
棟

で
、
９
回
、
10
回
夜
勤
発
生
。

一
戸
、
軽
米
、
久
慈
病
院
か
ら

応
援
を
も
ら
っ
て
い
る
。

■
調
理
業
務

大
船
渡
支
部

　

調
理
師
も
、
超
過
勤
務
が
続

き
、
体
調
不
良
者
続
出
。
来
年

度
以
降
、
業
務
委
託
を
進
め
る

計
画
も
出
さ
れ
て
い
る
が
、
調

理
師
退
職
分
を
正
規
で
補
充
を

し
て
ほ
し
い
。

一
戸
支
部

　

調
理
の
業
務
委
託
の
話
が
現

場
か
ら
聞
こ
え
て
く
る
。
業
務

委
託
阻
止
を
本
部
・
現
場
と
連

携
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

千
厩
支
部

　

Ｈ
28
年
度
か
ら
調
理
業
務
が

全
面
委
託
さ
れ
る
ら
し
い
。
震

災
後
大
東
病
院
か
ら
の
委
託
の

調
理
師
を
「
パ
ー
ト
採
用
」
し

て
い
る
。
患
者
数
の
増
加
に
伴

い
、
早
出
を
し
て
い
る
。
通
勤

発言する久慈支部○○○代議員

発言する二戸支部○○代議員
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役員名 定数 立候補者氏名 信任 不信任 白票 無効
中央執行委員長 1 ○　○　○○○ ８３ ２ ０ ０

副中央執行委員長 2
○　○　○　○ ８４ １ ０ ０
○○○　○○○ ８４ １ ０ ０

書 記 長 1 ○　○　　　○ ８４ １ ０ ０
書 記 次 長 1 ○　○　○　○ ８４ １ ０ ０

中 央 執 行 委 員 11

○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○○○　○　○ ８１ ４ ０ ０
○　○　　　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８２ ３ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０

会 計 監 査 委 員 3
○　○　○○○ ８４ １ ０ ０
○○○　○　○ ８５ ０ ０ ０
○　○　○　○ ８５ ０ ０ ０

2013年度本部役員選挙・信任投票結果
投票総数  85票

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ○○○○○ 中　央

中部地区 ○○○○○ 胆　沢

三陸地区 ○○　○○ 宮　古

南部地区 ◎○○　○○　 千　厩

執　行　部 ○○　○○ 本　部

2013年度統制委員

選出区分 氏　　名 所属支部

北部地区 ◎○○　　○　 二　戸

中部地区 ○○　○○ 中　部

三陸地区 ○○○○○ 釜　石

南部地区 ○○　○○ 大船渡

執　行　部 ○○　○○ 高　田

執　行　部 ○○　○○ 中　部

2013年度犠牲者救済委員

※「◎」は委員長

ほ
し
い
。

■
組
合
加
入
申
込
書
の
一
部
変

更

　

投
票
総
数
85
票
中
賛
成
84

票
・
反
対
０
票
・
白
票
１
票
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
再
任
用
と
な
る
職
員
の
組
合

脱
退
に
関
す
る
追
記

　

投
票
総
数
85
票
中
、
賛
成
74

団結頑張ろう！

票
・
反
対
７
票
・
白
票
４
票
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

■
臨
時
・
パ
ー
ト
職
員
、
院
内

保
育
所
で
働
く
職
員
に
係
る

組
合
費
の
変
更

　

投
票
総
数
85
票
中
賛
成
80

票
・
反
対
４
票
・
白
票
１
票
で

採
択
さ
れ
ま
し
た
。

　

13
支
部
40
名
の
被
表
彰
者
を

拍
手
で
承
認
し
ま
し
た
。
記
念

品
と
し
て
秀
衡
塗
り
の
ワ
イ
ン

グ
ラ
ス
を
贈
呈
し
ま
す
。

　

満
場
一
致
で
採
択
さ
れ
ま
し

た
。

　

今
年
度
の
本
部
役
員
、
統
制

委
員
、
犠
牲
者
救
済
委
員
は
、

表
の
通
り
で
す
。

　

金
野
耕
治
氏
を
満
場
の
拍
手

で
特
別
中
央
執
行
委
員
と
し
て

確
認
し
ま
し
た
。

■
中
央
執
行
委
員

　

○
○
○
○
（
中
部
支
部
）

　

○
○
○
○
（
南
光
支
部
）

第
３
号
議
案

県
医
労
規
約
・
規
程
の
一
部

改
正

永
年
組
合
員
の
表
彰

第
４
号
議
案

２
０
１
３
年
度
役
員
及
び

各
種
委
員
の
選
出

第
６
号
議
案

２
０
１
３
年
度
特
別
執
行

委
員
の
決
定

第
７
号
議
案

退
任
役
員
の
紹
介

２
０
１
３
年
度
財
政
方
針

第
５
号
議
案
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支
部
定
期
大
会
で

　

増
員
署
名
運
動
を
意
思
統
一

　

二
戸
支
部
で
は
７
月
18
日
に

支
部
定
期
大
会
を
開
催
。
大
会

成
立
に
向
け
て
、
開
会
直
前
ま

で
電
話
で
参
加
を
訴
え
ま
し

た
。
大
会
後
の
懇
親
会
で
、
特

別
募
集
で
看
護
師
３
人
が
配
属

に
な
る
こ
と
、
１
つ
の
病
棟
で

４
人
が
切
迫
に
な
る
な
ど
、
深

刻
な
人
手
不
足
の
現
状
が
話
題

に
な
り
ま
し
た
。

　

胆
沢
支
部
で
は
７
月
13
日
に

開
催
。
支
部
大
会
議
案
書
の
表

紙
は
、
７
９
９
筆
集
約
し
た
玄

関
前
で
の
「
夜
勤
改
善
・
大
幅

増
員
」署
名
の
写
真
が
使
わ
れ
、

今
回
の
大
幅
増
員
署
名
で
も
頑

張
っ
て
い
く
こ
と
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

大
会
直
前
に
は
、
○
○
○
支

部
長
代
理
、
○
○
書
記
次
長
と

本
部
・
○
○
書
記
長
で
、
事
務

局
長
へ
「
大
幅
増
員
」
運
動
へ

の
協
力
の
申
し
入
れ
を
行
い
、

玄
関
前
署
名
で
の
協
力
の
快
諾

を
得
ま
し
た
。

　

一
戸
支
部
で
は
７
月
18
日
に

開
催
。
大
会
で
は
各
分
会
か
ら

「
時
間
外
が
書
け
な
い
」「
他
部

署
か
ら
の
応
援
を
受
け
て
い

る
。
仕
事
が
き
つ
く
な
っ
た
」

な
ど
の
発
言
が
あ
り
、
大
幅
増

員
の
必
要
性
が
確
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

ま
た
、
大
会
直
前
に
は
、
○

○
支
部
長
、
○
○
副
支
部
長
と

本
部
・
○
○
委
員
長
で
、
病
院

長
へ
大
幅
増
員
運
動
へ
の
協
力

の
申
し
入
れ
を
行
い
、
院
長
か

ら
は
医
師
招
聘
で
の
困
難
性
が

話
さ
れ
ま
し
た
。

　

釜
石
支
部
で
は
７
月
16
日
に

開
催
。
大
会
で
は
、「
特
に
委
員

会
な
ど
の
話
し
合
い
や
実
務
で

残
っ
た
時
の
超
過
勤
務
が
請
求

し
に
く
い
」
な
ど
の
発
言
が
あ

り
、
異
動
で
欠
員
と
な
っ
て
い

た
支
部
長
な
ど
新
役
員
を
選
出

し
ま
し
た
。

　

大
会
直
前
に
は
、
○
○
書
記

長
、
○
○
○
執
行
委
員
と
本
部
・

○
○
○
副
委
員
長
で
、
事
務
局

長
へ
大
幅
増
員
運
動
へ
の
協
力

を
要
請
。
看
護
師
の
退
職
が
あ

り
、
遠
野
病
院
か
ら
業
務
応
援

を
受
け
る
こ
と
が
話
さ
れ
、
院

内
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
で
も
組
合

の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
、
と

対
応
し
ま
し
た
。

　

中
央
支
部
で
は
７
月
22
日
に

開
催
し
、
県
医
労
友
の
会
・
小

砂
子
事
務
局
長
か
ら
も
連
帯
の

挨
拶
が
あ
り
ま
し
た
。
大
会
の

中
で
は
「
年
次
を
非
番
や
夏
季

休
暇
に
さ
れ
た
」「
始
業
前
の

超
過
勤
務
を
請
求
し
て
い
な
い
」

な
ど
の
職
場
実
態
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

二
戸
支
部

胆
沢
支
部

一
戸
支
部

釜
石
支
部

中
央
支
部

二戸支部

胆沢支部

中央支部
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県
医
労
第
69
回
定
期
大
会
で

決
定
し
た
「『
県
立
病
院
の
職
員

定
数
拡
大
・
大
幅
増
員
』
を
求

め
る
請
願
署
名
」
が
７
月
か
ら

開
始
し
て
い
ま
す
。
こ
の
署
名

は
９
月
県
議
会
で
の
請
願
・
採

択
を
目
指
し
て
、
全
体
で
５
万

筆
、
組
合
員
一
人
あ
た
り
10
筆

以
上
を
目
標
に
取
り
組
ん
で
い

ま
す
。
宣
伝
グ
ッ
ズ
と
し
て
、

三
つ
折
り
の
カ

ラ
ー
チ
ラ
シ
、

ポ
ス
タ
ー
、
の

ぼ
り
旗
な
ど
を

作
成
し
、
署
名

推
進
ニ
ュ
ー
ス

も
随
時
発
行
し

て
い
ま
す
。

　

７
月
８
日
か
ら
は
キ
ャ
ラ
バ

ン
行
動
と
し
て
各
病
院
を
訪
ね
、

病
院
長
・
事
務
局
長
な
ど
に
署

名
主
旨
を
説
明
し
、
病
院
玄
関

前
署
名
行
動
へ
の
協
力
を
要
請
・

懇
談
し
て
き
ま
し
た
。
懇
談
で

は
、「
臨
時
で
募
集
し
て
も
応
募

が
な
い
。
正
規
で
配
置
し
て
欲

し
い
」「
増
員
は
も
ち
ろ
ん
必
要

だ
が
、
質
の
確
保
も
大
切
」「
夜

勤
免
除
が
多
く
、
夜
勤
者
の
確

保
が
大
変
」「
年
次
を
あ
げ
た
い

が
、人
手
が
な
く
厳
し
い
」
な
ど
、

増
員
署
名
へ
の
多
く
の
賛
同
が

得
ら
れ
、
人
員
不
足
の
状
況
を

な
ん
と
か
改
善
し
て
欲
し
い
と

の
、
悲
鳴
に
近
い
声
が
多
数
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

職
場
で
は
病
休
者
も
相
次
い

で
お
り
、
離
職
者
も
後
を
立
た

な
い
状
況
で
す
。
こ
の
ま
ま
で

は
、
い
つ
自
分
自
身
も
病
気
に

な
る
か
、
い
つ
重
大
な
医
療
ミ

ス
や
事
故
を
起
こ
し
て
し
ま
う

か
、
そ
ん
な
大
き
な
不
安
を
抱

え
つ
つ
、
職
員
は
献
身
的
に
仕

事
を
し
て
い
ま
す
。
現
状
を
打

開
す
る
た
め
に
も
、
増
員
署
名

に
組
合
員
が
一
丸
と
な
っ
て
取

り
組
み
、
広
く
県
民
・
患
者
に

県
立
病
院
の
実
態
を
知
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

釜
石
支
部
で
は
、
早
速
病
院

玄
関
前
で
の
署
名
も
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
他
支
部
で
も
病
院
側

に
申
し
入
れ
、
皆
で
分
担
し
て

病
院
玄
関
前
署
名
な
ど
に
取
り

組
み
ま
し
ょ
う
。
こ
れ
か
ら
お

盆
を
迎
え
、
親
類
縁
者
や
同
級

生
な
ど
と
会
う
機
会
も
多
く
な

る
か
と
思
い
ま
す
。
ぜ
ひ
日
常

か
ら
署
名
用
紙
を
持
ち
歩
く
な

ど
、
人
の
集
ま
る
機
会
を
捉
え

て
積
極
的
に
増
員
署
名
へ
の
協

力
を
訴
え
ま
し
ょ
う
。

病
院
前
で
の
署
名
行
動
で
活
用
し
よ
う

『
県
立
病
院
の
職
員
を
増
や
し
て
下
さ
い
！
』

病
院
訪
問
し
、署
名
へ
の
協
力
要
請

署名を呼びかけるポスター

7.17　釜石病院前での署名行動
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女性部

本部女性部役員
部　長　　○　○　○　○（専　従）

副部長　　○　○　○　○（中　央）

書記長　　○○○　○○○（大船渡）

委　員　　○　○　○○○（宮　古）

　　　　　○　○　○○○（二　戸）

　　　　　○○○　○　○（中　央）

　　　　　○　○　○　○（中　央）

　　　　　○　○　○○○（江　刺）

　　　　　○　○　○　○（磐　井）

　　　　　○　○　○○○（久　慈）

　　　　　○　○　○○○（東　和）

もう待てない！今すぐ増員を
県医労女性部第56回定期大会

2013年度

　

県
医
労
女
性
部
第
56
回
定
期

大
会
は
、
７
月
５
日
か
ら
６
日

の
二
日
間
、
つ
な
ぎ
温
泉
の
ホ

テ
ル
紫
苑
を
会
場
に
、15
支
部
・

本
部
70
名
が
参
加
し
て
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

討
論
で
は
、
13
支
部
16
名
か

ら
発
言
が
あ
り
、
人
員
不
足
か

ら
く
る
さ
ま
ざ
ま
な
職
場
の
状

況
が
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

【
発
言
よ
り
】

○
一
人
で
も
休
み
が
で
る
と
た

ち
ま
ち
９
回
夜
勤
が
発
生
す

る
。
10
回
夜
勤
も
発
生
。

○
夜
勤
専
従
に
つ
い
て
は
「
楽

だ
」
と
い
う
人
も
い
る
が
、

「
８
日
夜
勤
の
絡
み
も
あ
り
、

準
夜
で
朝
５
時
ま
で
、
深
夜

で
昼
12
時
ま
で　

働
い
て
ヘ

ト
ヘ
ト
だ
っ
た
」
と
の
感
想

も
寄
せ
ら
れ
て
い
る
。

○
勇
気
を
出
し
て
超
勤
を
初
め

て
書
い
た
。
こ
れ
を
機
会
に

広
げ
て
い
き
た
い
。

○
ブ
ロ
ッ
ク
集
会
を
無
事
に
終

え
る
こ
と
が
で
き
た
。

○
母
親
大
会
に
ご
協
力
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
県
医

労
Ｏ
Ｂ
の
方
の
協
力
も
あ

り
、
目
標
も
達
成
で
き
ま
し

た
。苦
労
が
報
わ
れ
ま
し
た
。

○
夜
間
の
救
急
車
が
増
え
て
い

る
。
休
憩
も
取
れ
ず
、
ど
ろ

ど
ろ
に
な
っ
て
帰
宅
し
て
い

る
。

○
上
司
の
暴
言
、
パ
ワ
ハ
ラ
が

苦
痛
だ
。
メ
ン
タ
ル
も
増
え

て
い
る
。

○
産
休
、
部
分
休
業
を
取
ろ
う

と
し
て
も
夜
勤
を
強
要
さ
れ

る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

職
場
の
余
裕
の
な
さ
は
パ
ワ

ハ
ラ
や
メ
ン
タ
ル
不
全
と
な
っ
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記
念
講
演

は
、
も
り
お

か
女
性
セ
ン

タ
ー
、セ
ン
タ
ー

長
の
田
端
八
重

子
さ
ん
が
、「
ハ

ラ
ス
メ
ン
ト
と

Ｄ
Ｖ
の
現
状
」

に
つ
い
て
話
さ

れ
ま
し
た
。

　

ハ
ラ
ス
メ
ン

ト
は
セ
ク
ハ
ラ

の
み
な
ら
ず
パ

ワ
ー
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
、
モ
ラ
ル
・
ハ
ラ
ス
メ

ン
ト
、
マ
タ
ニ
テ
ィ
・
ハ
ラ
ス

メ
ン
ト
な
ど
、
女
性
に
対
す

る
人
権
侵
害
・
差
別
行
為
と

し
て
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。

講
演
で
は
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

禁
止
や
事
業
主
の
責
任
な
ど

も
法
制
化
さ
れ
て
き
て
い
る

が
、
ま
だ
ま
だ
悩
み
、
苦
し

ん
で
い
る
女
性
が
数
多
く
お

り
、も
り
お
か
女
性
セ
ン
タ
ー

女性部

で
相
談
を
受
け
た
事
例
な
ど

を
あ
げ
な
が
ら
Ｄ
Ｖ
、
ハ
ラ

ス
メ
ン
ト
の
現
状
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、

Ｄ
Ｖ
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
は
個

人
的
な
問
題
で
は
な
く
社
会

的
な
問
題
で
あ
る
こ
と
、
女

性
の
自
立
、
と
く
に
経
済
的

自
立
も
重
要
で
あ
る
と
強
調

し
ま
し
た
。
身
近
な
問
題
で

あ
る
だ
け
に
参
加
者
か
ら
も

質
問
が
あ
り
、「
我
慢
せ
ず
、

勇
気
を
持
っ
て
相
談
す
る
こ

と
も
大
事
だ
と
い
う
こ
と
が

わ
か
っ
た
」
と
い
う
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

機関紙コンクール
　機関紙コンクールには４支部の応募
がありました。それぞれに記念品と賞状
が手渡されました。
　　二戸支部 「ねえ、ちょっと」
　　中部支部 「しらゆり」
　　南光支部 「はこべ」
　　胆沢支部 「いさわ」

南光支部は役員がつくっています

て
、
人
間
関
係
に
も
問
題
を
生

じ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
や
大
幅
増
員
は
欠
か
せ

な
い
要
求
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

大
会
で
は
、
子
育
て
し
な
が

ら
元
気
に
働
き
続
け
ら
れ
、
思

い
や
り
の
持
て
る
職
場
に
す
る

た
め
に
も
、
県
立
病
院
の
大
幅

増
員
署
名
に
取
り
組
む
こ
と
を

確
認
し
ま
し
た
。

　

新
年
度
役
員
は
、
新
し
く
○

○
○
○
○
さ
ん
（
久
慈
支
部
）

と
○
○
○
○
○
さ
ん
（
東
和
支

部
）
を
加
え
定
員
立
候
補
し
、

全
員
信
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

夜
の
懇
親
会
の
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
は
、
今
年
も
県
医
労
Ｏ
Ｂ
の

ハ
ワ
イ
ア
ン
ダ
ン
ス
で
始
ま
り

ま
し
た
。
優
雅
な
動
き
と
ハ
ワ

イ
ア
ン
の
音
楽
が
夏
の
到
来
を

思
わ
せ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
替
え
歌
の
熱
唱
、

本
部
女
性
部
役
員
の
余
興
も
飛

び
出
し
、
ビ
ン
ゴ
大
会
で
盛
り

上
が
る
な
ど
、
楽
し
い
ひ
と
と

き
を
過
ご
し
ま
し
た
。

ひとりで悩まないで
ハラスメン

ト

ＤＶ

懇
親
会
が
本
命
？

食
べ
て笑っ

て

即席の「潮騒のメモリーズ」
結構ノリノリ♪

お子様のお膳も
おいしそう！

替え歌で笑いをとった
○○○○○さん（磐井支部）

オープニングの
ハワイアンダンス

講演する田端八重子さん
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看護部
　
「
特
定
行
為
に
関
わ
る
研
修

制
度
」
が
国
会
で
成
案
さ
れ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
、

医
師
の
具
体
的
指
示
が
あ
れ

ば
、
難
易
度
も
高
く
、
判
断
も

難
し
い
医
行
為
「
特
定
行
為
」

を
一
般
看
護
師
に
も
求
め
る
と

い
う
中
身
で
す
。
こ
の
制
度
の

問
題
点
と
課
題
を
明
ら
か
に
し

よ
う
と
、
岩
手
民
医
連
看
護
委

員
会
と
岩
手
医
労
連
看
護
対
策

委
員
会
の
初
の
共
催
に
よ
る
学

習
会
が
７
月
６
日
、盛
岡
市「
水

産
会
館
」で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
全
体
で
75
名
、
県
医

労
か
ら
は
10
支
部
・
本
部
23
名

が
参
加
し
ま
し
た
。
講
師
は
、

窪
倉
み
さ
江
さ
ん
（
看
護
師
・

全
日
本
民
医
連
副
会
長
）。

　

こ
の
制
度
の
ね
ら
い
に
つ
い

て
、「
医
師
不
足
を
背
景
に
、

保
助
看
法
の
改
正
だ
け
で
、
看

護
業
務
を
医
行
為
ま
で
拡
大

し
、医
師
の
肩
代
わ
り
を
さ
せ
、

安
上
が
り
の
医
療
を
行
お
う
と

す
る
も
の
」
と
指
摘
。
現
場
は

こ
れ
ま
で
以
上
の
業
務
拡
大
で

看
護
師
が
働
き
続
け
ら
れ
な
い

職
場
に
な
る
こ
と
、
安
全
性
や

責
任
の
所
在
、
看
護
本
来
の
業

務
で
あ
る
「
療
養
上
の
世
話
」

が
軽
視
さ
れ
る
危
険
、
看
護
師

の
階
層
化
で
医
師
・
看
護
師
不

足
は
解
決
さ
れ
ず
む
し
ろ
深
刻

に
な
る
こ
と
な
ど
を
「
特
定
行

ス
ト
ッ
プ
特
定
看
護
師
④

現
場
か
ら
反
対
の
声
を

　
　
　
　

医
労
連
・
民
医
連
共
催
学
習
会
開
催

講師の窪倉みさ江さん

為
」
を
示

し
な
が
ら

説
明
し
ま

し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
看
護
師

の
地
位
向
上
に
な
る
の
で
は
と

大
き
な
勘
違
い
を
し
て
い
た
」

「
私
た
ち
は
看
護
師
だ
か
ら
看

護
の
充
実
を
求
め
て
い
き
た

い
。
医
師
不
足
の
肩
代
わ
り
を

し
た
く
な
い
」
等
の
感
想
が
寄

せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

日
本
赤
十
字
看
護
大
学
名
誉

教
授
の
川
島
み
ど
り
さ
ん
は

「
研
修
制
度
に
名
を
借
り
た
医

師
の
絶
対
的
医
行
為
の
委
譲
に

偏
っ
た
看
護
業
務
拡
大
は
、
限

り
あ
る
社
会
資
源
（『
看
護
』

の
無
駄
づ
か
い
で
す
」
と
述
べ

て
い
ま
す
。

　

制
度
化
に
は
、
ま
だ
一
定
の

時
間
が
か
か
り
ま
す
。
看
護
と

は
何
か
を
問
い
直
し
、
現
場
か

ら
反
対
の
声
を
上
げ
て
い
き
ま

し
ょ
う
。

安心して働き続けられる職場を！
久慈支部　夜勤学習会

　７月11日久慈支部で「夜勤専従看護師・
補助者夜勤問題を考える」と題し、中野委
員長を講師に学習会が開催されました（支
部・本部10名の参加）。
　学習会では、職場討議資料を使い、夜勤
専従看護師試行導入までの経過と、なぜ組
合は反対なのか、定期大会で出された現場
の声、今後の取り組みなどを説明。久慈病
院でも夜勤専従の試行がされており、９回
夜勤発生はないものの、日勤者の余裕がな
い現状が出されました。安心して働き続け
られる職場にしていくため、大幅増員が必
要であり、これから９月まで「『県立病院

の職員定数拡
大・大幅増員』
を求める請願
署名」を全組
合員が一丸と
なって取りく
もうと確認し
あいました。真剣に講義を受ける参加者
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昨
年
は
ゴ
ー
ヤ
で
グ
リ
ー
ン

カ
ー
テ
ン
を
造
り
ま
し
た
。
遮

光
に
も
な
り
、
ゴ
ー
ヤ
も
美
味

し
く
食
べ
ら
れ
て
良
か
っ
た
の

で
、
今
年
も
早
速
ゴ
ー
ヤ
の
苗

を
買
っ
て
き
ま
し
た
。

東
和
支
部　

は
な
み
ず
き

　

　

　

異
動
し
て
約
２
ヶ
月
、
異
動

先
の
地
で
休
日
は
美
味
し
い
食

べ
物
を
食
べ
歩
く
の
が
楽
し
み

で
す
。
美
味
し
い
物
を
食
べ

て
、
仕
事
に
励
み
た
い
と
思
い

ま
す
。大船

渡
支
部　

と
ろ
ぼ
っ
ち

　

　

　

頑
張
る
の
が
当
た
り
前
の
世

代
で
す
が
、
当
た
り
前
だ
か
ら

こ
そ
頑
張
り
に
気
づ
い
て
欲
し

い
中
高
年
で
す
。
そ
う
そ
う
お

互
い
に
言
っ
て
み
よ
う
か
、「
お

父
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
。
お
か

げ
で
子
供
も
十
分
育
ち
ま
し

た
。」
子
育
て
お
互
い
頑
張
っ

た
よ
ね
。

中
央
支
部　

み
っ
ち
ゃ
ん

　

今
で
は
当
た
り

前
と
な
っ
た
携
帯

電
話
。
車
載
型
以

外
で
は
、
80
年
代

半
ば
に
Ｎ
Ｔ
Ｔ
が

発
売
し
た
「
シ
ョ

ル
ダ
ー
ホ
ン
」
が

そ
の
先
駆
け
。
重

量
が
３
㎏
も
あ
り
、

そ
の
名
の
通
り
肩
に
掛
け
て
持

ち
運
ぶ
も
の
だ
っ
た
。
90
年
代

以
降
、
メ
ー
ル
・
着
メ
ロ
機
能
な

ど
に
よ
り
爆
発
的
に
普
及
し
た

が
、
当
時
誰
が
今
あ
る
お
財
布

機
能
や
ネ
ッ
ト
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
を

予
測
し
て
い
た
だ
ろ
う
か
。
人
類

の
探
求
心
と
創
造
力
は
計
り
知

れ
な
い
▼
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

な
ど
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
環
境

の
充
実
と
共
に
、
コ
ミ
ニ
ュ
ケ
ー

シ
ョ
ン
の
有
り
方
も
変
化
し
た
。

小
中
学
生
に
お
い
て
は
、
携
帯

電
話
を
持
っ
て
い
な
い
と
誘
っ
て

も
ら
え
ず
、
仲
間
は
ず
れ
に
さ

れ
る
と
も
聞
く
。
今
や
携
帯
電

話
は
、
い
じ
め
ら
れ
な
い
た
め
の

必
須
ア
イ
テ
ム
か
も
し
れ
な
い
。

一
方
で
は
「
学
校
裏
サ
イ
ト
」
と

呼
ば
れ
る
、
ネ
ッ
ト
掲
示
板
へ

　

世
の
中
、
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
効

果
で
、
少
し
ず
つ
給
料
も
上
が

り
、
プ
チ
贅
沢
し
て
い
る
人
達

も
い
る
よ
う
で
す
が
、
私
達
は

給
料
も
下
が
り
、
と
て
も
苦
し

い
の
に
何
が
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
で

し
ょ
う
か
!!

南
光
支
部　

よ
っ
ち
マ
マ

　

　

　

６
月
は
誕
生
月
で
す
。
誕
生

日
っ
て
、
う
れ
し
い
よ
う
な
悲

し
い
よ
う
な
…
ど
ん
ど
ん
夜
勤

が
き
つ
く
な
る
年
齢
に
な
り
ま

し
た
。
誕
生
日
は
母
受
難
の
日
。

と
り
あ
え
ず
母
に
感
謝
で
す
ね
。

磐
井
支
部　

ベ
ガ

　

暑
く
な
っ
て
き
ま
し
た
！
今

年
は
ど
ん
な
夏
が
来
る
の
で

し
ょ
う
か
。
と
り
あ
え
ず
暑
さ

に
負
け
な
い
で
頑
張
り
ま
し
ょ

う
。

大
船
渡
支
部　

ゆ
う
太
郎

の
誹
謗
中
傷
の
書
き
込
み
な
ど
、

教
師
の
目
が
届
か
な
い
所
で
の

「
い
じ
め
」
も
社
会
問
題
化
し
つ

つ
あ
る
▼
ネ
ッ
ト
環
境
の
変
化

に
よ
る
影
響
は
、
何
も
子
ど
も

達
に
限
っ
た
こ
と
で
は
な
い
。
出

会
い
系
サ
イ
ト
は
言
う
に
及
ば

ず
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
な
ど
の
通
信
ア

プ
リ
を
介
し
て
知
り
合
い
と
な

り
、
犯
罪
な
ど
の
ト
ラ
ブ
ル
に

巻
き
込
ま
れ
る
ケ
ー
ス
も
増
加

し
て
い
る
。
多
く
の
場
合
ツ
ー
ル

を
使
い
こ
な
し
て
い
る
の
は
若
者

達
で
あ
り
、
未
成
年
の
少
年
少

女
ら
が
、
チ
ャ
ッ
ト
で
の
口
論
か

ら
殺
害
に
至
っ
た
事
件
は
記
憶

に
新
し
い
▼
情
報
の
取
り
扱
い
も

大
き
く
様
変
わ
り
し
た
。
ビ
ッ

グ
デ
ー
タ
と
呼
ば
れ
る
買
い
物

履
歴
や
乗
降
記
録
な
ど
の
情
報

が
、
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
上
で
益
々

重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

海
外
で
は
ア
メ
リ
カ
の
元
Ｃ
Ｉ

Ａ
職
員
が
、
米
政
府
の
不
正
な

情
報
収
集
を
告
発
し
国
際
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
個
人
情
報
保
護

と
国
益
の
狭
間
で
、
利
便
性
優

先
で
発
展
し
て
き
た
社
会
に
今

警
鐘
が
鳴
っ
て
い
る
。　
　

（
す
）

５
月
号
パ
ズ
ル

６
月
号
パ
ズ
ル

　

6
月
号
パ
ズ
ル
「
ま
ち
が

い
は
７
つ
」
に
は
20
名
の
応

募
が
あ
り
、
19
名
の
方
が
正

解
で
し
た
。
厳
正
な
る
抽
選

の
結
果
、
次
の
10
名
が
当
選

さ
れ
ま
し
た
の
で
図
書
カ
ー

ド
を
贈
り
ま
す
。

■
6
月
号
当
選
者（
敬
称
略
）

   
匿
名
希
望（
二
戸
支
部
）、

マ
グ
ナ
ム
、
オ
ラ
ン
ジ
ー
ナ
、

ぷ
ち
ぷ
ち（
中
央
支
部
）、
は

な
み
ず
き（
東
和
支
部
）、
ず

ん（
江
刺
支
部
）、
子
育
て
の

時
間
が
欲
し
い
Ｎ
ｓ
（
磐
井

支
部
）、
と
ろ
ぼ
っ
ち
、
ゆ

う
太
郎（
大
船
渡
支
部
）、
○

○
○
○
○（
宮
古
支
部
）



野球観戦と温泉ツアー野球観戦と温泉ツアー
仙台クリネックススタジアムで

楽天 vs 日本ハム戦
　　　＆ 華乃湯（秋保温泉）

今年の女性部バスツアー
は、野球観戦と温泉ツアー。
楽天・田中、日ハム・大谷
のプレーを間近で見よう！
その後は、温泉で疲れを癒
しましょう！

9月7日㈯～8日㈰9月7日㈯～8日㈰

　

上
下
ど
ち
ら
か
の
絵
に
７
つ

の
間
違
い
箇
所
の
印
を
つ
け
、

ハ
ガ
キ
に
貼
付
し
て
、
応
募
し

て
下
さ
い
。
正
解
者
の
中
か
ら
、

抽
選
で
10
名
の
組
合
員
に
図
書

カ
ー
ド
を
送
り
ま
す
。
送
り
先

は
〒
０
２
０―
０
０
２
３　

盛

岡
市
内
丸
11―

１
、県
医
労
「
懸

賞
パ
ズ
ル
」
係
ま
で
。
締
切
は

８
月
末
日
（
必
着
）
で
す
。
ま

た
、
抽
選
に
は
関
係
あ
り
ま
せ

ん
が
、
ハ
ガ
キ
の
余
白
に
「
つ

ぶ
や
き
」（
職
場
の
話
題
な
ど
何

で
も
）を
、
ぜ
ひ
一
言
お
書
き
下

さ
い
。
県
医
労
新
聞
で
紹
介
す

る
場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
匿

名
希
望
の
方
は
必
ず
ペ
ン
ネ
ー

ム
を
お
書
き
く
だ
さ
い
。
た
だ

し
、
当
選
し
た
場
合
は
、
記
念

品
の
送
り
先
が
必
要
と
な
り
ま

す
の
で
、
支
部
名
・
本
名
の
記

入
を
お
忘
れ
な
く
！

◇
も
う
待
て
な
い　

力
を
一
つ
に　

増
員
署
名

 

（
楽
し
く
働
き
た
い
ナ
ー
ス
）

◇
参
院
選　

ホ
ン
ネ
は
「
勝
利
」
の　

そ
の
後
に

 

（
９
条
変
え
た
い
安
倍
首
相
）

◇
暑
い
夏　

原
発
無
く
て
も　

困
り
ま
せ
ん

 

（
原
発
再
稼
働
に
反
対
す
る
市
民
）

◇
増
員
を　

求
め
て
海
で
も　

ヒ
ト
デ
探
し

 

（
休
め
な
い
ナ
ー
ス
）

◇
夜
勤
だ
け　

健
康
管
理　

自
己
責
任

 

（
夜
勤
専
従
を
希
望
す
る
若
者
）

８月の予定
３日（土） 県医労夜勤専従看護師学習会（県民会館）
６日（火）～９日（金）
 原水爆禁止世界大会（長崎）
10日（土）～12日（月）
 全国保育合同研究集会 in 神奈川
21日（水） 県医労給食問題研究会（アイーナ806）
23日（金）～25日（日）
 全国アクトインサマー in 広島
23日（金）～28日（水）
 岩手平和美術展（マリオス）
24日（土） 支部長会議（県民会館）
24日（土）～25日（日）
 第59回日本母親大会 in 東京
31日（土）～９月１日（日）
 岩手医労連第66回定期大会（愛真館）

女性部
バスツアー

９月の予定
１日（日）  岩手医労連第66回定期大会（2日目）
４日（水）～５日（木）
 日本医労連看護交流集会（静岡・伊東）
７日（土） いわて労連第25回定期大会（盛岡市）
７日（土）～８日（日）
 県医労女性部バスツアー（仙台）
９日（月） 県医労看護部会（県民会館）
20日（金） 支部長会議（県民会館）
21日（土）～22日（日）
 日本医労連共済組織拡大推進全国集会（北九州市）
28日（土）～29日（日）
 いのちと健康を守る東北セミナー in 秋田


